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交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン
の
整
備
促
進

　
ま
ず
は
、
築
51
年
と
な
る
竜
王
小
学

校
の
建
て
替
え
を
急
ぐ
こ
と
か
ら
、
こ

れ
を
最
優
先
に
、「
教
育
」と「
交
流
」に

関
す
る
施
設
を「
交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン
」

と
し
て
集
約
し
て
整
備
し
ま
す
。
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Information!

　
新
小
学
校
の
令
和
７
年
度
の
開
校
を

め
ざ
し
、
各
施
設
を
順
次
整
備
し
て
い

き
ま
す
。
ゾ
ー
ン
と
し
て
一
体
的
に
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
間
の
連
携

や
交
流
の
強
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
併
せ
て
、
ゾ
ー
ン
内
は
車
両
通
行
を

制
限
を
す
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
守
り
ま
す
。
ま
た
、
ゾ
ー
ン
内
に

防
災
機
能
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
り
ま

ち
全
体
の
防
災
力
を
高
め
ま
す
。

　
次
の
段
階
と
し
て
は
、
新
し
い
教
育

施
設
と
交
流
施
設
が
集
約
さ
れ
た
子
育

て
世
代
に
魅
力
的
な
交
流
・
文
教
ゾ
ー

ン
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

「
竜
王
町
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
構
想
」

に
基
づ
き
、
交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン
の
周

辺
に
計
画
し
て
い
る
居
住
ゾ
ー
ン
や
複

合
ゾ
ー
ン
の
整
備
を
進
め
、
魅
力
あ
る

中
心
核
エ
リ
ア
を
形
成
し
ま
す
。

交通
安全

ゾーン内には歩行者専用道路を整
備し車両通行を制限することによ
り、子どもたちや利用者の安全を
守ります。

浸水
対策

浸水を想定した十分な盛土造成を
行い、災害時には指定避難所とし
ての機能を十分に発揮します。併
せてゾーンからの雨水の排水を調
整する調整池を設け、下流域へ影
響が出ないようにします。

駐車場
２カ所に共用の駐車場を設け、学
校行事やゾーンのイベント時にも
十分に駐車できるようにします。

防災
新たに整備するコミュニティセン
ターや公園に防災機能を備え、小
学校や給食センターと連携するこ
とにより、町全体の防災力を向上
させます。

竜王小学校
　竜王小学校の建設については、「竜王町の教育施設の今後の
あり方についての検討結果」を踏まえて策定した「竜王小学校
整備基本構想」において「竜王らしくキラリと輝く『地域とと
もにある学校』づくり」を整備のコンセプトとし、次の３つの
基本目標を定めています。
１ あたたかさとやさしさのある学校
２ 学びがつながる・広がる学校
３ 地域とともにある学校
　このコンセプトと基本目標を具現化するべく、竜王小学校
建設基本計画策定委員会を立ち上げ、校舎、グラウンド、体
育館、プールの配置や形状、大きさについて、さまざまな視
点から検討を進めています。
　現在、学校関係者、児童、専門家の意見も十分に伺いなが
ら検討を進めており、年度内には竜王小学校全体についての
基本計画を策定します。

　
竜
王
町
の
人
口
は
平
成
７
年
の
１
万

３
６
５
０
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ

て
お
り
、
近
年
で
は
１
万
2
０
０
０
人

を
下
回
り
、
年
齢
構
成
は
今
後
さ
ら
に

高
齢
化
率
が
上
昇
し
、
子
育
て
や
働
き

世
代
が
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
世
帯
の
力
、
地
域
の
力
、

ま
ち
全
体
の
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
ま

す
ま
す
難
し
く
な
る
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
少
子
高
齢
化
を
伴
う
人
口
減
少
へ

の
対
応
は
、
今
、
竜
王
町
の
最
大
の
課

題
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
竜
王
町
の「
ま
ち

づ
く
り
」に
つ
い
て
、平
成
28
年
以
降
、

町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
企
業
、
ま

ち
づ
く
り
団
体
、
専
門
家
、
国
や
県
の

関
係
者
、
有
識
者
な
ど
の
多
く
の
方
々

に
ご
議
論
い
た
だ
き
、
完
成
し
た
の
が

「
竜
王
町
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
構
想
」

と「
竜
王
町
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
想
」

で
す
。

　
「
竜
王
町
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
構

想
」は
、
町
の
中
心
に
利
便
性
が
高
く

多
様
な
交
流
を
育
む
エ
リ
ア（
中
心
核
）

を
整
備
し
、
町
域
に
点
在
す
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
・
活
性
化
す
る
と

と
も
に
、
中
心
核
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
情
報
・
交
通
・
道
路
の
３
つ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
町

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
発
展
を
め
ざ
す

も
の
で
す
。

　
両
構
想
は
、
歯
止
め
の
か
か
ら
な
い

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
と
い
う
課
題

克
服
の
た
め
、
竜
王
町
の
持
つ
強
み
を

フ
ル
に
生
か
す
中
で
活
力
を
維
持
し
、

併
せ
てs

ソ
サ
エ
テ
ィ

ociety

5.0
に
見
る
新
時
代
を

見
据
え
、
強
く
し
な
や
か
に
、
ま
ち
が

輝
き
続
け
、
私
た
ち
が
生
き
生
き
と
暮

ら
し
て
い
く
た
め
の
未
来
図
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
町

広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
し
、
ま
た
、
町

内
５
カ
所
で
開
催
し
た
意
見
交
換
会
で

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
町
議
会
で
も
説

明
の
上
で
、
実
現
に
向
け
令
和
２
年
に

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
活
力
あ
る
竜
王
町
を
次
の
世
代
へ
つ

な
ぐ
た
め
、「
竜
王
町
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
化
構
想
」を
着
実
に
進
め
、
第
六

次
竜
王
町
総
合
計
画
で
定
め
て
い
る
将

来
像「
若
者
も
暮
ら
し
た
い
希
望
か
な

え
る
輝
竜
の
郷
～
心
弾
む 

新
時
代
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
～
」の
実
現
を
め
ざ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
あ

り
ま
す
が
、
皆
で
知
恵
を
出
し
合
い
、

新
時
代
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
共
に
進
め

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

平成28年度
・ まちづくりタウンミーティ

ングの開催（全32集落）
・ まちづくりフォーラムの

開催、中長期的な構想と
して、拠点整備の取り組
みを掲げる

平成29年度
・ 庁内にプロジェクトチームを設置
・ 教育委員会内に「教育施設の今後の

あり方検討」プロジェクトチームを
設置し、同年11月には、「教育施設
の今後のあり方検討委員会」を設置

・「 幼保・学童のあり方検討」プロジェ
クトチームを設置

平成30年度
・ 町民ワーキングの開催
・ コンパクトシティ化検

討懇話会の開催
・ 竜王町コンパクトシ

ティ化構想（案）・竜王
町グランドデザイン構
想（案）の取りまとめ

現 在

令和元年度
・ まちづくり意見交換会

の開催（町内５カ所）
・ 竜王町中心核整備基本

計画の策定に着手
・ 竜王小学校整備基本構

想の策定に着手

令和３年度
・ 竜王小学校基本計画

の策定に着手
令和２年度
・ 竜王町コンパクトシティ化

構想と竜王町グランドデザ
イン構想を正式決定

・ 交流・文教ゾーンの整備に
着手

・ 第六次竜王町総合計画策定

平成23年度
・ 10年後を目途

に竜王小学校
を建て替える
方向性を決定

まちづくり懇談会
まちの現状と、これからのまちづくり、
竜王町コンパクトシティ化構想について、
町民の皆さまと共有するための「まちづく
り懇談会」を２月に開
催します（事前申込制）。
詳しくは広報２月号
の折込チラシを
ご覧ください。

特集

ゾーン全体の整備の考え方

惣
四
郎
川

２月開催

商業施設

クリニック

役場ほか

交流・文教ゾーン

図書館

公民館

竜王小学校区学童保育所

コミュニティセンター

図書館

輝き
り
ゅ
う竜
の
郷さ

と

づ
く
り  

新
時
代
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

位置図
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